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原著論文

花持ち性の優れるカーネーション農林１号‘ミラクルルージュ’

および同２号‘ミラクルシンフォニー’の育成経過とその特性

小野崎　隆・池田　広＊・柴田　道夫・谷川　奈津・
八木　雅史・山口　隆＊＊・天野　正之＊＊

（平成１７年１０月２０日受理）

Breeding and Characteristics of Carnation Norin No.１��Miracle Rouge��and No.２

�Miracle Symphony��with Long Vase Life
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１．緒　言

　花持ち性は，花きの流通・消費場面において，大変重

要な形質である．切り花の商品価値を高めるには，花が

美しいだけではなく，それが少しでも長持ちすることが

重要であり，消費者からは花持ちの良い花きが求められ

ている．花きは観賞性を主体に発達してきたので，育種

目標としては花色や花型，草姿などの外見的な観賞性の

改良に重点がおかれ，花持ち性に着目した育種の取り組

みはほとんどなく，この分野の研究蓄積は非常に乏し

かった．収穫後の花持ちが良い花きを育種することは，

商品としての花きに高い付加価値を与え，かつ，薬剤処

理が不要となることから，育種による花持ち性の改良の

意義は極めて大きい．近年は，花持ちの重要性が認識さ

れるようになり，花持ち性の選抜効果や花持ち性の遺伝

に関する研究が，ガーベラ（�������ら，１９９６）やユリ（����

����������	��
����ら，１９９９）で報告されている．

　１９８９～１９９３年にかけて，カーネーションの栽培品種

において，花持ち性や老化時のエチレン生成，エチレン

感受性に品種間差異のあることが欧米の研究者によって

報告された（��ら，１９８９，１９９１�，�；�������・��������，

１９９１；������・�������，１９９２；�����・�����，１９９３；

��������	ら，１９９３）．このことは，育種によって遺伝的

に花持ちの良いカーネーションを育成できる可能性を示

唆している．

　カーネーションは代表的なエチレン感受性花きであり

（��������	・���������，１９８８），花が完全に開いた後に雌

ずいから発生するエチレンが花弁からのエチレン生成を

上昇させ，やがて花全体から多量のエチレンが発生して

花弁が急速に萎凋し，観賞価値を失う（�����ら，２００５）．

切り花の観賞期間は５～７日程度と短いので，エチレン

の作用を阻害する薬剤であるチオ硫酸銀錯塩（���；

����，１９７９）等の品質保持剤が開発され，これらの薬剤

処理によってカーネーションの花持ち性の向上が図られ

ている（市村，２０００）．しかし一方で，���は重金属の銀

を含んでいることから環境汚染の問題が指摘されてい

る．日本では���の使用を規制しようという動きはない

が，オランダでは，地球環境保全の上から，���のよう

な農業に用いる化学物質を削減する動きがある（����

�����・��������	，１９９１；宇田，１９９８；市村，２０００）．そ

こで，花持ち性による選抜とその選抜系統間での交配を

繰り返すことにより，���などの品質保持剤処理を必要

としない，遺伝的に花持ちの優れたカーネーション品種

の開発を試みた．その結果，自然老化時のエチレン生成

量が極めて少なく，シム系品種‘ホワイトシム’の約３

倍の優れた花持ち性を示す品種を育成し，２００５年１１月

に農林水産省育成品種，カーネーション農林１号‘ミラ

クルルージュ’および同２号‘ミラクルシンフォニー’

として命名登録したので，ここにその育成経過，品種特

性を取りまとめて報告する．

　本品種の系統適応性検定に当たり，愛知県農業総合試

験場園芸研究部（愛知県長久手町），千葉県農業総合研究

センター暖地園芸研究所（千葉県館山市），九州沖縄農業

研究センター野菜花き研究部（福岡県久留米市）の担当

研究員各位の協力を得た．また，非常勤職員　前田咲子

氏，田野田貴美子氏，大石ルイ子氏，佐瀬由美子氏，野

菜・茶業試験場および花き研究所の業務科職員各位には

本品種の育成に関して，多大なる協力を得た．ここに記

してお礼申し上げる．

　本品種の育成については，小野崎は１９９２～２００４年ま

で，山口は１９９２～１９９３年に，天野は１９９３～１９９４年に，

池田は１９９４～２００１年まで，柴田は２００１～２００３年まで，

谷川は１９９９～２００４年まで，八木は２００３～２００４年まで，

それぞれ担当した．

２．育成経過

１）本研究における花持ち日数の評価方法

　花持ち日数の調査については，ガラス温室内ベッドで

慣行法により栽培した株から，外花弁が水平状態の開花

ステージで採花し，調査に供した．切り花は，茎長を

５０��に切り揃えた後，基部２～３節の着生葉を取り除

き，蒸留水約８００～１０００��入りの花瓶に挿した．花瓶内

の蒸留水は３～４日毎に取り替えた．切り花を入れた花

瓶は，気温２３℃，相対湿度７０％，蛍光灯（光強度：

１０����・�－２・�－１）で１２時間日長に調節した恒温室内

に置き，花持ちを毎日評価した．花持ち日数は，収穫日

から観賞価値を失った日までの日数の平均値で示した．

２）カーネーションの花持ち性の向上を目標とした

交雑育種

　１９９２年より，‘パラス’，‘サンドローサ’，‘キャン

ディ’，‘ホワイトシム’，‘タンガ’，‘スケニア’の６品

種を本研究の交配親に選定して交雑育種を開始した．６

品種の花持ち日数は，花持ち性の優れる‘サンドローサ’

の１０．１日から花持ち性の劣る‘ホワイトシム’の５．４日

２ 花き研究所研究報告　第５号



までの範囲にあり，カーネーションの花持ち性に品種間

差異のあることが認められた（第１表）．

　１９９２年の春に第２表に示した１９組み合わせで交配を

行った．自然交雑を防ぐために開花２～３日前に種子親

の花蕾の除雄を行い，袋がけした．除雄後４～７日目の

成熟した雌ずいに花粉親の花粉を付着させる人工授粉を

行い，再び袋がけした．約２か月後に結実程度，種子数

を調査し，採種を行った．１９９２年８月１５日に交雑種子

を播種し，得られた２９７個体の実生のうち，調査終了時

の１９９３年７月１２日までに開花した１９５個体を親世代と

した．親世代各個体の花持ち日数を全て調べ，１９９３年７

月に花持ち日数が�８．５�日以上の�５３�系統を１次選抜し，

挿し穂を採取して増殖した．１９９４年に花持ち日数を再

調査し，最も良い花持ちを示した１２系統を２次選抜した

（親世代選抜系統）．１９９４，１９９５年の春に，親世代選抜系

統のうち１１系統を用いて，第３表に示した２２組み合わ

せで交配を行った．１９９４年８月１２日および１９９５年７月

１７日に交雑種子を播種し，得られた３９９個体の実生のう

ち，それぞれ調査終了時の１９９５年６月２７日および１９９６

年６月２４日までに開花した３０９個体を第１世代とした．

第１世代各個体の花持ち日数を全て調べ，１９９５年および

１９９６年６月に花持ち日数が９．２日以上の８２系統を１次選

抜し，挿し穂を採取して増殖した．１９９６年および１９９７

年に花持ち日数を再調査し，最も良い花持ちを示した１７

系統を２次選抜した（第１世代選抜系統）．１９９６，１９９７年

の春に第１世代選抜系統のうち１６系統を用いて，第４表

に示した１８組み合わせで交配を行った．１９９６年６月２４
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花持ち日数
品　種　名

（日）± S.E.n

 ８．９±０．４
１０．１±０．６
 ６．９±０．２
 ５．４±０．２
 ６．８±０．４
 ６．５±０．２

１０
１０
 ８
１０
１０
１０

パラス
サンドローサ
キャンディ
ホワイトシム
タンガ
スケニア

第１表　交配に用いた６品種の花持ち日数

n：供試切り花本数

第２表　親世代における交配組み合わせと交配組み合わせ別花持ち日数

２　次
選　抜
実生数

１　次
選　抜
実生数

範　囲

（日）

平　均
花持ち
日　数

（日）± S.D.

開　花

実生数
全実生数

交　　　配
組み合わせ
（♀　×　♂）

交
配
番
号

－
１
０
３
１
０
０
３
２
０
０
－
０
２
０
０
０
０
０

－
６
１
８
３
３
３
７
６
１
０
－
０
５
５
１
１
３
０

－ 
５．０－１１．３
５．０－ ９．０
５．０－１６．０
４．４－１０．０
４．０－１２．０
４．０－１０．０
４．０－１１．０
５．０－１０．０
５．０－１０．５
５．５－ ５．５
－ 

７．５－ ７．５
５．３－１４．３
４．０－１２．４
１．０－ ９．０
８．８－ ８．８
５．３－１０．８
８．０－ ８．０

－
８．１±２．０
５．８±１．２
８．８±２．８
６．９±１．６
６．８±２．９
７．０±１．６
７．２±１．６
７．５±１．３
７．３±２．８
５．５　　　
－

７．５　　　
９．０±３．１
８．２±２．８
５．７±２．５
８．８　　　
７．６±２．１
８．０　　　

 ０
１５
１４
１７
１８
１３
１８
３５
２３
 ３
 １
 ０
 １
１０
１１
 ７
 １
 ７
 １

 １
２４
２７
３０
４１
１６
２５
４１
３２
 ５
 ８
 １
 ３
１４
１２
 ８
 １
 ７
 １

パラス自殖
サンドローサ自殖＊

キャンディ自殖
パラス×サンドローサ
サンドローサ×パラス
パラス×キャンディ
キャンディ×パラス
サンドローサ×キャンディ＊

キャンディ×サンドローサ＊

タンガ自殖
スケニア自殖
ホワイトシム×タンガ
ホワイトシム×スケニア
タンガ×スケニア＊

スケニア×タンガ
パラス×スケニア
ホワイトシム×サンドローサ
パラス×タンガ
タンガ×パラス

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１８
１９
２０

１２５３１．０－１６．０７．４±２．２１９５２９７合　　　計

＊　‘ミラクルルージュ’，‘ミラクルシンフォニー’の育成に関与した組み合わせ
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第３表　第１世代における交配組み合わせと交配組み合わせ別花持ち日数

２　次
選　抜
実生数

１　次
選　抜
実生数

範　囲

（日）

平　均
花持ち
日　数

（日）± S.D.

開　花

実生数
全実生数

交　　　配
組み合わせ
（♀　×　♂）

交
配
番
号

１
０
０
０
９
０
０
０
１
０
０
０
０
０
１
１
０
１
１
０
０
２

５
３
３
５
１６
４
１
１
２
２
１
２
１
２
１
１
３
５
９
０
４
１１

 ５．０－１３．５
 ７．０－１２．０
 ５．０－１１．０
 ５．０－１２．０
 ５．０－１６．０
 ５．０－１４．０
 ９．０－１０．０
 ７．０－１４．０
１１．０－１１．０
 ９．０－１０．０
 ６．８－１０．０
 ７．０－１０．３
 ７．０－１１．８
 ８．０－１１．０
 ４．０－１２．０
 ７．０－１１．８
 ５．０－ ９．４
 ７．０－１０．５
 ６．０－１０．５
 ７．０－ ９．０
 ６．０－１３．０
 ２．０－１１．０

 ９．０±２．２
 ９．０±２．１
 ７．９±１．９
 ７．６±１．４
 ９．２±２．３
 ８．５±２．２
 ９．３±０．５
１０．５±４．９
１１．０±０．０
 ９．４±０．５
 ７．９±１．２
 ８．６±１．３
 ８．５±１．８
 ９．３±１．１
 ７．７±１．９
 ８．７±１．４
 ７．９±１．９
 ９．２±１．０
 ８．５±１．３
 ７．７±０．７
 ７．９±１．４
 ８．３±１．６

１５
 ７
１０
３７
３６
１６
 ４
 ２
 ２
 ３
 ７
 ６
 ６
 ５
１４
１２
 ５
 ９
３０
 ９
３３
４１

１６
 ７
１４
４２
４１
２４
 ５
 ８
 ２
 ４
 ９
１１
 ７
 ６
２０
１４
 ８
１２
３４
１１
５６
４８

１４－ ５× ２－１６ ＊

 ２－１６× ８－１３  
 ２－１６× ９－２４
 ８－１３×１４－ ５
 ８－１３× ２－１６ ＊

 ８－３２× ８－１３
 ８－３２× ８－５１
 ８－５１× ４－５０
 ４－ １× ２－１６
 ４－ １× ４－１４
 ４－ １× ８－１３
 ４－ １× ９－５３
 ８－３２× ４－１４
 ８－５１× ２－１６
 ８－５１× ９－２４ ＊

 ８－５１× ９－５３
 ９－５３× ４－５０
 ９－５３× ８－１３
 ９－５３× ８－３２
 ４－ １×１４－ ５
 ８－３２×１４－ ５
 ８－５１×１４－ ９

９４１
９４２
９４３
９４４
９４５
９４７
９４８
９４９
５０１
５０２
５０３
５０４
５０５
５０６
５０７
５０８
５０９
５１０
５１１
５１２
５１３
５１５

１７８２ ２．０－１６．０８．４±１．８３０９３９９合　　　計

＊‘ミラクルルージュ’，‘ミラクルシンフォニー’の育成に関与した組み合わせ

第４表　第２世代における交配組み合わせと交配組み合わせ別花持ち日数

２　次
選　抜
実生数

１　次
選　抜
実生数

範　囲

（日）

平　均
花持ち
日　数

（日）± S.D.

開　花

実生数
全実生数

交　　　配
組み合わせ
（♀　×　♂）

交
配
番
号

０
３
７
３
０
１
０
３
１
０
０
０
０
０
０
０
０
２

 ６
１８
２０
 ４
 ８
 ２
 １
 ４
 ５
 ８
 １
 ４
 ３
 ５
 ７
 ４
 １
１３

８．０－１３．０
５．０－１８．０
７．０－１７．５
８．０－１５．０
３．０－１７．０
６．０－１５．０
９．０－１１．４
４．０－１２．４
４．０－１７．０
８．４－１４．０
６．０－１３．０
７．０－１３．７
６．０－１１．４
６．３－１５．０
５．０－１８．０
５．０－２０．０
５．０－１１．０
６．０－１３．７

１１．０±１．６
１１．２±２．８
１１．６±２．３
１０．７±２．１
 ９．９±３．４
１０．５±３．０
１０．２±１．０
 ８．９±２．１
１０．６±３．３
１１．１±１．７
 ９．７±１．８
１０．０±１．９
 ９．０±１．８
 ９．４±１．９
１１．１±２．７
 ８．６±３．３
 ９．３±２．０
１０．０±１．７

１９
５５
４０
１５
２２
 ８
 ４
２５
１２
２０
１７
１３
２１
３１
２３
２０
 ７
４６

２０
７１
４４
１７
２３
１２
 ５
２７
１５
２５
１８
１５
２２
３３
２９
２１
 ９
４７

９４５－ １×９４５－１５
９４５－ １×９４１－ ５　＊

９４５－ １×９４５－１７　＊

９４５－１５×９４５－ ２
９４５－ ７×９４５－２５
９４５－２５自殖
９４５－３１×９４５－２４
５０７－ ２×９４５－ ２　＊＊

９４５－ ２×５０８－２２
５０８－２２×９４５－ １
９４５－ ２×５１１－１５
９４５－３２×９４５－ １
９４５－１５×９４５－ １
９４５－ １×５１１－１５
９４５－ １×５０１－ ６
５１５－１３×９４５－３２
９４５－１７×５１０－２３
５０８－２２×９４５－２４

６１
６２
６３
６４
６５
６６
６７
７０２
７０４
７０６
７０７
７０８
７０９
７１０
７１１
７１２
７１３
７１７

２０１１４４．０－２０．０１０．３±２．５３９８４５３合　　　計

＊　　‘ミラクルルージュ’の育成に関与した組み合わせ
＊＊　‘ミラクルシンフォニー’の得られた組み合わせ



日および１９９７年６月２４日に交雑種子を播種し，得られ

た４５３個体のうち，それぞれ調査終了時の１９９７年５月３０

日および１９９８年５月２０日までに開花した３９８個体を第

２世代とした．第２世代各個体の花持ち日数を全て調

べ，１９９７年および１９９８年６月に花持ち性により１１４�系統

を１次選抜し，翌年花持ち日数を再調査して最も良い花

持ちを示した２０系統を２次選抜した（第２世代選抜系

統）．１９９８，１９９９，２０００年春に第２世代選抜系統のうち

２０系統を用いて，第５表に示した２５組み合わせで交配

を行った．１９９８年６月３０日，１９９９年６月２２日，２０００

年６月２７日に交雑種子を播種し，得られた３１６個体のう

ち，それぞれ調査終了時の１９９９年５月２１日，２０００年５

月２４日，２００１年５月２１日までに開花した１８１個体を第

３世代とした．第３世代各個体の花持ち日数を全て調

べ，１９９９年，２０００年，２００１年６月に，花持ち性により

５６系統を１次選抜し，翌年花持ち日数を再調査して最も

良い花持ちを示した１７系統を２次選抜した（第３世代選

抜系統）．

　対照品種‘ホワイトシム’，‘サンドローサ’と各世代

選抜系統の花持ち日数の調査を１９９９年，２００２年の２回

に分けて実施した．本研究で選抜と交配により得られた

選抜系統は，全ての系統で‘ホワイトシム’よりも優れ

た花持ち日数を示した（第６表）．選抜と交配を４世代繰

り返し，最も花持ち性の改良を進めた第３世代選抜系統

１７系統では，花持ち日数がいずれも１３．７日以上であり，

‘ホワイトシム’と比較すると約２．４倍以上の花持ち性を

示した．得られた選抜系統の中で１８．０日以上の極めて優

れた花持ち日数を示したのは，第２世代選抜系統の７０２�

小野崎他：花持ち性の優れるカーネーション農林１号‘ミラクルルージュ’および同２号‘ミラクルシンフォニー’の育成経過とその特性 ５

第５表　第３世代における交配組み合わせと交配組み合わせ別花持ち日数

２　次
選　抜
実生数

１　次
選　抜
実生数

範　囲

（日）

平　均
花持ち
日　数

（日）± S.D.

開　花

実生数
全実生数

交　　　配
組み合わせ
（♀　×　♂）

交
配
番
号

１
０
１
３
２
１
０
４
０
０
０
１
０
０
０
１
０
０
０
１
０
１
０
１
０

 １
 １
 ２
１０
 ４
 ６
 ０
１０
 ０
 ３
 １
 １
 ０
 ４
 １
 １
 ６
 ０
 ０
 １
 １
 １
 ０
 １
 １

 ６．０－１１．０
 ５．０－１１．０
 ７．０－１１．５
 ７．０－１３．５
 ７．３－１６．０
 ８．５－２３．０
 ９．０－１０．３
 ８．０－１９．０
 ９．６－１１．０
 ６．０－１２．０
 ９．０－１３．０
 ７．３－１２．０
１１．０－１１．０
 ８．０－１３．０
１４．０－１４．０
１５．０－１５．０
 ７．０－１７．５
 ６．５－１３．０
１２．０－１２．０
１０．９－１４．５
１１．６－１６．０
１５．４－１５．４
１２．０－１２．０
１８．０－１８．０
１３．４－１３．４

 ８．５±１．７
 ８．０±４．２
 ８．９±１．５
 ９．５±１．８
１１．６±２．８
１３．５±４．５
 ９．５±０．６
１１．７±２．５
１０．２±０．７
 ９．０±２．０
１１．０±２．０
 ９．３±２．１
１１．０　   
１０．２±１．５
１４．０　   
１５．０　   
１１．８±３．０
 ９．７±１．７
１２．０　   
１２．７±２．６
１３．３±２．４
１５．４　   
１２．０　   
１８．０　   
１３．４　   

９
２
１０
３２
９
７
４
２４
３
１５
３
４
１
１２
１
１
１９
１５
１
２
３
１
１
１
１

１２
３
１１
３４
１６
８
７
５６
８
４１
２１
７
５
２０
２
４
２９
１５
３
４
５
１
１
２
１

 ６２－４８× ６３－３５
 ６２－ ２× ６３－ ３
 ６３－４１× ６３－ ７
 ６３－３５× ６３－ ７
 ６３－ ８× ６２－４８
 ６２－ ２× ６２－４８
 ６４－５４× ６４－５６
 ６３－４１× ６２－４８ ＊

 ６３－３５× ６４－５６
 ６４－１３× ６４－５６
 ６６－１５× ６４－５６
 ６４－１３× ６３－ ７
 ６４－１３× ６３－２４
 ６２－ ２×７１７－３５
 ６３－１２×７１７－３５
 ６６－１５× ６２－４８
７０２－２３×７１７－３６
 ６４－１３× ６３－２４
７０２－３０× ６２－１８
７０２－２１× ６２－１８
７０４－ ３× ６２－１８
７０２－２１× ６２－ ２
 ６４－１３× ６２－１８
７０２－２１×７１７－３６
７０２－２３× ６２－ ２

８１
８２
８３
８５
９０３
９０５
９０７
９０８
９０９
９１０
９１１
９１２
９１３
９１４
９１５
９２５
００１
００２
００３
００４
００５
００６
００７
００８
００９

１７５６５．０－２３．０１０．５±２．６１８１３１６合　　　計

＊　‘ミラクルルージュ’の得られた組み合わせ



６ 花き研究所研究報告　第５号

第６表　対照品種および各世代選抜系統における花持ち日数　（１９９９，２００２年）

％
２００２年調査
花持ち日数（日）

品種・系統名％
１９９９年調査
花持ち日数（日）

品種・系統名

１００
１９８

３４８
２５０
２６７
２３６
２１０

３１９
２９８
２６０
２３６
２３６
３５７
３１０
２８６
２８６
２９３
２７１
２４１
２８６
２７２
３６７
２７８
２４７

 ５．８±０．３
１１．５±０．７

２０．２±１．３
１４．５±１．０
１５．５±１．２
１３．７±１．２
１２．２±０．９
未調査

１８．５±１．４
１７．３±０．９
１５．１±１．１
１３．７±０．４
１３．７±０．５
２０．７±１．８
１８．０±０．７
１６．６±０．５
１６．６±１．２
１７．０±１．４
１５．７±１．３
１４．０±０．８
１６．６±０．５
１５．８±１．３
２１．３±１．７
１６．１±０．６
１４．３±０．８

対照品種
ホワイトシム
サンドローサ

第２世代選抜系統
ミラクルシンフォニー

７０２－２３
７０２－３０
７０４－ ３
７１７－３６
７１７－３５

第３世代選抜系統
 ８５－１１
 ８１－ ８
 ８５－ ２
 ８３－ ６
 ８５－ ５
９２５－ ６

ミラクルルージュ
９０３－４５
９０８－４３
９０８－４４
９０８－１９
９０３－ ３
９１２－３３
９０５－ １
００６－１３
００４－１７
００８－ ５

１００
１８７

２３０
２２６
１８９
１９８
１６１
１６５
２０６
１５６
１５０

２４３
２１９
１９６
２２０
１８３
２３９
２２０
２２６
１７４

２４４
２４３
１８０
１７０
１９８
２４４
２２０

２８５
２８０
３２０
２７８
２４６
２５７
２６７
２５２
２０６
２２４
２５９
２２８
２０７
２２６

 ５．４±０．２
１０．１±０．６

１２．４±０．５
１２．２±０．６
１０．２±０．７
１０．７±０．５
 ８．７±０．２
 ８．９±０．２
１１．１±０．５
 ８．４±０．３
 ８．１±０．５
未調査
未調査
未調査

１３．１±０．８
１１．８±１．０
１０．６±０．６
１１．９±０．８
 ９．９±０．７
１２．９±０．６
１１．９±０．８
１２．２±０．８
 ９．４±０．７
未調査

１３．２±０．６
１３．１±０．８
 ９．７±０．４
 ９．２±０．９
１０．７±０．９
１３．２±０．６
１１．９±０．９

１５．４±０．５
１５．１±０．５
１７．５±１．１
１５．０±０．３
１３．３±０．８
１３．９±０．４
１４．４±０．８
１３．６±０．５
１１．１±１．２
１２．１±０．６
１４．０±０．６
１２．３±０．８
１１．２±０．７
１２．２±０．５

対照品種
ホワイトシム
サンドローサ

親世代選抜系統
  ４－５０
  ５－２０
  ２－１６　＊，＊＊

  ４－１４
  ８－１３　＊，＊＊

  ４－ １
  ８－５１
  ９－５３
 １４－ ９
  ８－３２
  ９－２４　＊＊

 １４－ ５　＊

第１世代選抜系統
９４５－ １　＊

９４５－ ２　＊＊

９４１－ ５　＊

９４５－３２
９４５－ ７
９４５－１７　＊

９４５－２５
９４５－２４
９４５－１５
９４５－３１
５０８－２２
５０７－ ２　＊＊

５１５－１３
５１１－１５
５１０－２３
５０１－ ６
５１５－１０

第２世代選抜系統
 ６３－ ３
 ６３－１２
 ６６－１５
 ６３－４１　＊

 ６２－１８
 ６３－３５
 ６３－ ８
 ６２－４８　＊

 ６４－５６
 ６３－ ７
 ６２－ ２
 ６３－２４
 ６４－１３
 ６４－５４

気温２３℃，相対湿度７０％，蛍光灯で１２時間日長に調節した恒温室内で評価．n＝１０，値は平均±標準誤差を示す．
％ 　　‘ホワイトシム’を１００とした相対比
＊ 　　‘ミラクルルージュ’の育成に関与した系統 :
＊ ＊　‘ミラクルシンフォニー’の育成に関与した系統



２１，第３世代選抜系統の８５�１１，９２５�６，９０８�４６，００６�１３

の合計５系統であった．２００１～２００２年の栽培試験にお

いて，これら５系統の中から，優れた花持ち性に加え，

その他の形質についても対照品種と同等と思われる第３

世代選抜系統９０８�４６，第２世代選抜系統７０２�２１を優良と

認めて選抜し，それぞれ‘つくば１号’，‘つくば２号’

のつくば番号を付与して，以後の実験を行った．‘つくば

１号’は，１９９９年春に行った第２世代選抜系統間の交配

組み合わせの１つ６３�４１×６２�４８で得た後代個体の１つ，

‘つくば２号’は，１９９７年春に行った第１世代選抜系統間

の交配組み合わせ５０７�２�×９４５�２�で得た後代個体の１つ

である．育成経過をまとめると第１図のようになる．

　系統適応性検定試験の結果，両系統は優れた花持ち性

を示し，その他の形質についても対照品種とほぼ同等で

あることから，実用性は高いと判定された．２００５年１１

月にカーネーション農林１号‘ミラクルルージュ’および

同２号‘ミラクルシンフォニー’として命名登録された．

小野崎他：花持ち性の優れるカーネーション農林１号‘ミラクルルージュ’および同２号‘ミラクルシンフォニー’の育成経過とその特性 ７

第１図　カーネーション‘ミラクルルージュ’（Ａ），‘ミラクルシンフォニー’（Ｂ）の系統図

交配親

親世代選抜系統間
での交配

第１世代選抜系統
間での交配

第２世代選抜系統
間での交配

第３世代１次選抜，
２次選抜

つくば系統名付与

品種登録出願

交配親

親世代選抜系統
間での交配

第１世代選抜系統間
での交配

第２世代１次選抜，
２次選抜 

つくば系統名付与

品種登録出願

平成４年
（１９９２）
 
平成６年
（１９９４）
 
平成８年
（１９９６）

平成１１年
（１９９９）

平成１２，１３年
（２０００～０１）

平成１４年
（２００２）

平成１７年
（２００５）

平成４年
（１９９２）
 
平成６，７年
（１９９４～９５）

平成９年
（１９９７）
 
平成１０，１１年
（１９９８～９９）
 
平成１４年
（２００２）

平成１７年
（２００５）

サンドローサ×キャンディ　サンドローサ自殖　タンガ×スケニア　サンドローサ自殖

８－１３　　×　　２－１６ 

９４５－１　　×　　９４５－１７　

１４－５　　×　　２－１６ 

６３－４１　　　　　　　 ×   　　　　　　　６２－４８

９４５－１　　×　　９４１－５

９０８－４６

つくば１号

ミラクルルージュ

サンドローサ×キャンディ　キャンディ×サンドローサ　サンドローサ×キャンディ　サンドローサ自殖

５０７－２　　　　　　　　 × 　　　　　　　　９４５－２

８－５１　　  ×  　　９－２４ ８－１３　　　×　　　２－１６

７０２－２１

つくば２号

ミラクルシンフォニー

Ａ

Ｂ



３．品種特性

１）選抜と交配による花持ち日数の改良

　交配で得た親世代，第１世代，第２世代，第３世代に

おける実生の花持ち日数を全て調査し，第２図に示し

た．花持ち性による選抜とその選抜系統間での交配の結

果，全実生の平均花持ち日数が，親世代の７．４日から第１

世代では�８．４�日，第２世代では�１０．３�日，第３世代では

１０．５�日へと増加した．親世代から第１世代の間での平

均花持ち日数の増加が�１．０�日なのに対し，第１世代から

第２世代の間では�１．９�日と大きな増加がみられた．花持

ち日数が１４日以上の花持ちが優れる部分の実生の頻度

を比較すると，親世代では�１．０�％なのに対し，第１世代

では�１．３�％，第２世代では�７．８�％，第３世代では�１０．５�％

と大きく増加した．各世代全体の平均花持ち日数が，親

世代から第３世代への３世代後で�３．１�日という大きな増

加を示したことから，カーネーションの花持ち性は比較

的少数の遺伝子に支配された形質であることが示唆され

た．以上の結果から，選抜と交配によるカーネーション

の花持ち性の改良が可能であることが明らかになった．

２）花持ち日数およびエチレン感受性の調査結果

　花持ち日数の調査については，育成地（三重県安濃町）

で�２００１～２００３�年の３年間にわたり３回行った．‘ミラ

クルルージュ’の花持ち日数は�１８．０～２０．６�日，‘ミラク

ルシンフォニー’の花持ち日数は�１７．８～２０．７�日であり，

カーネーション切り花の老化や品質保持に関する多くの

研究において標準品種として使われる‘ホワイトシム’

の�３．０～３．６�倍の優れた花持ち性を示した（第７表）．本

研究の育種材料として用いた６品種の中で最も花持ちの

良い‘サンドローサ’の花持ち日数と比較しても，１．６～

２．１�倍の花持ちを示した．第３図に，対照品種‘ノラ’，

‘ホワイトシム’と花持ちの優れる‘ミラクルルージュ’を

供試した実験�０，６，１２，１８日目の切り花の様相を示し

た．‘ミラクルルージュ’，‘ミラクルシンフォニー’の老

化進行中の花弁を観察すると，花弁の老化時に通常の品

種で生じるインローリング（花弁の巻き込み）や急激な

萎凋がみられず，花弁が萎れずに張りを失う，またはそ

のままの状態で花弁の縁から褐変するという症状で観賞

価値を失った（第４図）．‘ミラクルルージュ’，‘ミラク

ルシンフォニー’は，３回の調査のいずれにおいても，

安定して優れた花持ち日数を示した．このことは，‘ミ

ラクルルージュ’，‘ミラクルシンフォニー’の優れた花

持ち性は環境変異ではなく，遺伝的に獲得された形質で

あることを示している．

　エチレン感受性については，間欠画像撮影を利用した

カーネーション切り花のエチレン感受性検定法（�������

ら，２００４）によって調査した．すなわち，ビデオシステ

ムを用いた間欠画像撮影により，エチレン１０��・�－１で

連続処理中の花弁の萎凋が生じるまでの反応時間を測定

した．‘ミラクルルージュ’，‘ミラクルシンフォニー’のエ

チレン処理に対する反応時間はそれぞれ�６．８�時間，�８．２�

時間であり，対照品種‘ホワイトシム’の�６．９�時間，‘ノ

ラ’の�７．０�時間とほぼ同等の感受性を示した（第７表）．

３）生育・開花特性調査結果

　‘ミラクルルージュ’，‘ミラクルシンフォニー’と対照

品種として‘フランセスコ’，‘ノラ’を供試した．基肥

として���化成（�：�２�５：�２�＝１２：１２：１２）１２５�・�－２，

炭酸苦土石灰，ようりんを各１００�・�－２を用土に施用し，

ダゾメット微粒剤（商品名：バスアミド粉粒剤）で土壌
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第７表　育成地（三重県安濃町）での花持ち日数およびエチレン感受性の調査結果

エチレン
感受性（ｈ）

３カ年の平均２００２．１１～２００３．１２００１．１１～２００２．２２００１．１～３品　種　名

６．９±０．３
７．０±０．６
６．０±０．３
６．８±０．２
８．２±０．２

 ５．８（１００）
 ６．５（１１２）
１０．４（１７９）
１９．５（３３６）
１９．６（３３８）

 ５．７±０．３（１００）
 ６．２±０．４（１０９）
 ９．８±０．７（１７２）
２０．６±０．７（３６１）
２０．７±０．９（３６３）

 ５．８±０．３（１００）
 ６．８±０．２（１１７）
１１．５±０．７（１９８）
１８．０±０．７（３１０）
２０．２±１．３（３４８）

 ６．０±０．３（１００）
－

 ９．９±０．９（１６５）
２０．０±１．４（３３３）
１７．８±０．８（２９７）

ホワイトシム
ノ　ラ
サンドローサ
ミラクルルージュ
ミラクルシンフォニー

　花持ち日数：気温２３℃，相対湿度７０％，蛍光灯で１２時間日長に調節した恒温室内で評価．n＝１０，値は平均±標準誤差を
示す．（　　）内は‘ホワイトシム’を１００とした相対比．
　エチレン感受性：１０μL・L－１のエチレン処理開始から花弁の萎凋が生じるまでの反応時間．n＝５，値は平均±標準誤差を
示す．
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第２図　　親世代，第１世代，第２世代，第３世代の実生における花持ち日数の分布
（　）内の数値は花持ち日数１４．０日以上の頻度
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第３図　‘ミラクルルージュ’（中央）および対照品種‘ノラ’（左），‘ホワイトシム’（右）の花持ち性の比較
　蒸留水入りの花瓶に切り花を挿し，気温２３℃，相対湿度７０％，蛍光灯（光強度：１０����・�－２・�－１）で１２
時間日長に調節した恒温室内で評価

第４図　‘ミラクルシンフォニー’（左）と対照品種‘ノラ’（右）の老化時における花弁形態の違い
　蒸留水に挿した切り花を気温２３℃，相対湿度７０％，蛍光灯で１２時間日長に調節した恒温室内に置き，‘ミ
ラクルシンフォニー’（左）は２２日目，対照品種‘ノラ’（右）は８日目に撮影


